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ガラク トサミン肝障害の進行に対する黄連解毒湯エ キスの

抑制効果
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【目的1黄連解毒湯 （OGT）エ キ ス は ラ ッ トの ガ ラク トサ ミ ン （GAL ）肝障害に対して予防後果を

示さない こ とが報告されて い るが，OGT の 構成生薬の 黄苓やその 生薬 の 含有成分 で あ る バ イ カ レ イ

ン
，

バ イカ リ ン
，

オ ウ ゴ ニ ン などは ラ ッ トの GAL 肝障害に対 して予防効果を示す こ とが報告 され て

い る 。 我々 はOGT エ キ ス が四塩化炭素肝障害の 進行を抗酸化作用 と肝中性脂肪 （TG ）蓄積阻害に

よっ て抑制する こ とを明らか に して い る 。 ラ ッ トの GAL 肝障害の進行に は酸化的 ス トレ ス や脂質代

謝障害の 関与が示され て い る。そ こ で ，我々 は ラ ッ トの GAL 肝障害の進行に対するOGT エ キ ス の 抑

制効果につ い て調べ た 。

【方法】肝障害は 7週齢Wistar系雄性 ラ ッ トにGAL （500mg ！kg体重）を腹腔内投与 して 惹起 させ た。

OGT エ キ ス （500mg ！kg体重〉は ッ ム ラ （株） よ り恵与 されたOGT エ キ ス 原末を精製水に懸濁 し，

GAL 投 与 6 時間後に経口投与し た 。 ラ ッ トは GAL 投与 6 時間 と 24 時間後に 屠殺 した 。 肝臓 は冷

0．15M　KCIで 灌流した後に摘出した 。 血清は
，

トラ ンス ア ミナ
ーゼ （AST とALT ），アル ブミ ン，　 TG，

過酸化脂質 （LPO ）などの測定に用 い た 。 肝臓は
，
　 TG

，
　 LPO

， 還元型 グ ル タチ オ ン （GSH ），ス パ

ー
オキサ イ ドジス ム タ

ー
ゼ （SOD ），カ タ ラ

ー
ゼ，グル タ チオ ン ペ ル オキ シ ダーゼ （GSHpx ），ミエ

ロ ペ ロ キ シ ダ
ーゼ （MPO ）な どの 測定に用い た 。

【結果】肝 障害は GAL 投与 6時間後に認め られ，24時間後で進行 して い た 。 血清LPO 濃度はGAL 投

与 6 時間と24時間後で は変動 しなか っ た が ，肝LPO 量 は GAL 投与 6 時間後で増加 し
，
24時間後で更

に増加 した。肝GSH 量 と抗酸化酵素の SOD ，カタラ
ーゼ ，　GSHpx などの活性はGAL 投与 6時間後で

は変動 しな か っ た が
，
24時間後で は減少 した 。 肝 Mpo 活性 （好 中球浸潤 の 指標）はGAL 投与 6 時

間後 で 増加 し，24時間後で 更 に増加 した。また，血清TG 濃度と肝TG 量はGAL 投与 6 時間後で は 変

動 しなか っ た が
，
24時間後で は 増加 した。こ れらの 肝障害の 進行に伴 う変動はすべ て肝障害発症後

の OGT エ キス 投与で抑制された。

【考察】OGT エ キ ス はGAL 肝障害 の 進行 を抑制する こ とが明らか とな っ た 。 こ の OGT エ キ ス の

GAL 肝障害の 進行に対する抑制効果 に は，そ の エ キ ス の 抗酸化作 用 と肝TG 蓄積阻害が寄与 して い

る と推察された 。
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